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第 1回 臨時会第 1回 臨時会 平成
27年

～　議長に田之畑議員、副議長に宮原議員　～
　町議会議員の任期満了に伴い、新たに議員 10名が無投票で決まりました。平成 27年
５月 1日から４年間が議員の任期となり、現職７名、新人３名でのスタートとなりました。
　5月８日に招集された初議会において、新しい議員構成の中で今後の議会活動を推進す
るうえで、その基幹となる正副議長、各常任委員長など組織の体制が審議されました。
　結果、議長に田之畑稔議員、副議長に宮原順議員、議会運営委員長に宮地利雄議員、総
務民生常任委員長に上園ミキ議員、教育産業常任委員長に前田隆議員が選任されました。

新しい議会の構成が 決まる決まる 　平成 27 年第１回臨時会を、５月８日に開きました。
この臨時会では、正副議長の選挙等、議会の体制づくり
や町長から提案された同意３件、承認４件、条例改正２件、
工事請負契約１件等を審議しました。

副議長
宮　原　 順
（大塚原）

　副議長の要職に就任させていただく
こととなり、身の引き締まる思いであ
ります。
　国は、人口減少克服と地方創生に向
けて、まち・ひと・しごと創生に関す
る施策を進めています。それぞれの発
想と創意工夫による施策に対しては、
国として財政支援をはじめ力強い支援
を行うとしています。
　この趣旨を踏まえ、私たち議員も一
丸となり新しい東串良町の創生のため
に、執行部に対し各種施策を提言して
参りたいと思います。
　皆様方のご指導、ご鞭撻をよろしく
お願い申し上げます。

就任のごあいさつ

議　長
田之畑　稔
（寺　町）

　議会は、主権者たる住民により選出
された議員によって構成される組織体
であり、住民によりつくられた代表議
決機関です。
　議会の使命は、町の具体的政策を最
終的に決定すること、そして、議会が
決定した政策を実行する執行機関の行
財政の運営や事務処理等が、適法・適
正になされているか監視することで
す。また、住民の意見を反映した政策
の提言を行うことです。
　私は議長として、住民の負託に応え
得る議会の運営に努めて参ります。

就任のごあいさつ
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委　員
宮地　利雄
（新川西上）

委　員
宮原　順
（大塚原） 

委　員
泊　重巳
（雪　山）

副委員長
西園　貞美
（上山野）

委員長
前田　隆
（岩弘中）

委員長
上園　ミキ
（上山野）

副委員長
牧原　完治
（溜水中）

委　員
瀨戸山譲一
（唐　仁）

委　員
原田　猛
（雪　山）

委　員
田之畑　稔
（寺　町）

新しい議会の構成が新しい議会の構成が
総務民生常任委員会

教育産業常任委員会

◆
常
任
委
員
会
の
所
管
◆

総
務
民
生
常
任
委
員
会
…
総
務

課
・
企
画
課
・
税
務
課
・
会
計
室
・

選
挙
管
理
委
員
会
・
監
査
委
員
・

住
民
課
・
福
祉
課
の
所
管
に
属
す

る
事
項
及
び
他
の
常
任
委
員
会
の

所
管
に
属
さ
な
い
事
項

教
育
産
業
常
任
委
員
会
…
教
育
委

員
会
・
経
済
課
・
建
設
課
及
び
農

業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

▼
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

宮　

地　

利　

雄

　

副
委
員
長　

宮　

原　
　
　

順

　

委　
　

員　

前　

田　
　
　

隆

　
　
　
　
　
　

上　

園　

ミ　

キ

　
　
　
　
　
　

原　

田　
　
　

猛

▼
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

原　

田　
　
　

猛

　

副
委
員
長　

瀨
戸
山　

譲　

一

　

委　
　

員　

泊　
　
　

重　

巳

　
　
　
　
　
　

前　

田　
　
　

隆

　
　
　
　
　
　

上　

園　

ミ　

キ

　
　
　
　
　
　

宮　

地　

利　

雄

▼
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

宮　

原　
　
　

順

　
　
　
　
　
　

宮　

地　

利　

雄

▼
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　

上　

園　

ミ　

キ

　
　
　
　
　
　

原　

田　
　
　

猛

そ
の
他
の
構
成
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議
長
提
案
に
よ
る

３
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

◇
い
ず
れ
の
委
員
会
も
議
長
を
除
く
９
名
の
議
員
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
減
災

防
災
減
災

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

委 

員 

長　

宮
原　

順

副
委
員
長　

牧
原　

完
治

議
会
活
性
化

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

委 

員 

長　

原
田　

猛

副
委
員
長　

西
園　

貞
美

地
方
創
生

地
方
創
生

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

委 

員 

長　

宮
地　

利
雄

副
委
員
長　

瀨
戸
山
譲
一

委
員
会
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、町
に
お
い
て
は
昨
年
度
、

唐
仁
地
区
に
避
難
階
段
を
設
置
し
、

本
年
度
は
、
下
伊
倉
地
区
に
防
災

タ
ワ
ー
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
町
の
施
策
も
常
に
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、「
未
曾
有
の

被
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
万
一
の
災
害
に
備
え
、

本
町
の
自
然
と
環
境
を
考
慮
し
た

最
も
効
果
的
な
防
災
・
減
災
対
策

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
す
る
」
目

的
で
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
改
革
を
更
に
進
め
、

東
串
良
町
議
会
基
本
条
例
第
２
条

で
規
定
し
た
基
本
理
念
の
と
お
り
、

議
会
は
、
日
本
国
憲
法
第
93
条
第

１
項
の
議
事
機
関
と
し
て
、
住
民

自
治
及
び
団
体
自
治
の
進
展
を
図

り
、
地
方
自
治
の
本
旨
の
実
現
を

遂
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
は
常
時
協
議
・
検

討
・
調
査
等
の
活
動
が
で
き
る
拠

点（
特
別
委
員
会
）が
必
要
で
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、「
二
元
代
表
制

下
に
お
け
る
議
会
の
使
命
と
機
能

及
び
議
員
の
自
己
研
鑽
に
よ
る
資

質
向
上
な
ど
、
議
会
の
あ
り
方
と

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
す
る
」
目
的
で

設
置
す
る
も
の
で
す
。

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
」「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ

く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と

と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す

る
」
を
基
本
目
標
と
し
た
、ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
に
関
す
る
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
方
自

ら
が
地
方
の
自
主
性
、
自
立
性
を

高
め
つ
つ
、
地
方
の
個
性
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
想
と
創
意
工

夫
で
明
確
な
政
策
目
標
を
設
定
し
、

効
果
検
証
を
き
ち
ん
と
行
う
施
策

に
対
し
て
は
国
と
し
て
財
政
支
援

を
は
じ
め
力
強
い
支
援
を
行
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
「
東
串
良
町
地
方
創
生
推
進
本

部
設
置
要
綱
」
を
制
定
し
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
議
会
に
お
い
て
も
策
定
段
階

や
効
果
検
証
の
段
階
に
お
い
て
十

分
な
審
議
を
行
う
よ
う
、「
議
会

も
関
与
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、「
国
が
進
め

る
地
方
創
生
に
関
し
て
、
町
が
策

定
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
等
に
つ
い
て
積
極
的
に
関
与
し

調
査
・
検
討
す
る
」
目
的
で
設
置

す
る
も
の
で
す
。

【
設
置
の
目
的
】

　

本
議
会
は
、
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
に
、
災
害
時
に
お
い
て
町
災

害
対
策
本
部
に
協
力
・
支
援
す
る

危
機
管
理
体
制
を
整
え
る
た
め
、

議
会
、
議
員
の
役
割
等
を
定
め
た

「
東
串
良
町
議
会
災
害
対
策
本
部

設
置
要
綱
」
を
、
平
成
26
年
３
月

に
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
一
環
と

し
て
、
万
一
の
災
害
に
備
え
、
こ

れ
ま
で
地
上
消
火
栓
の
取
り
扱
い

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
等
の
訓
練

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
訓
練
は
継
続
的
に
行

う
必
要
が
あ
り
、
行
う
た
め
に
は

常
時
活
動
の
で
き
る
拠
点
（
特
別

【
設
置
の
目
的
】

　

本
議
会
は
、
議
会
と
町
民
及
び

町
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
と
の
関

係
等
を
明
ら
か
に
し
て
、
議
会
の

使
命
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
町

民
福
祉
の
向
上
と
町
の
健
全
な
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
３
月
に
「
東
串
良
町
議

会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

制
定
後
は
、
東
串
良
町
議
会
災

害
対
策
本
部
設
置
要
綱
の
制
定
、

一
般
質
問
全
般
の
見
直
し
や
議
員

間
討
議
の
導
入
な
ど
の
議
会
運
営

に
関
す
る
改
革
や
、
全
議
員
に
よ

る
町
内
巡
回
活
動
な
ど
行
っ
て
き

ま
し
た
。

【
設
置
の
目
的
】

　

国
は
、
人
口
減
少
克
服
と
地
方

創
生
に
向
け
て
、「
地
方
に
お
け

る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」

「
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ

を
つ
く
る
」「
若
い
世
代
の
結
婚
・

4H27. ６.10 発行（No.125）



上
園
議
員
が
緊
急
提
出

　

賛
成
少
数
で
否
決

　

副
町
長
に
係
る
人
件
費
を
、
子

育
て
支
援
や
国
保
税
の
軽
減
、
ま

た
産
業
振
興
の
対
策
等
、
町
民
の

た
め
の
政
策
経
費
と
し
て
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に
、
副
町
長
を
置

か
な
い
こ
と
と
す
る
条
例
の
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
起
立
採
決
を
行
い
、

賛
成
起
立
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

賛
成
５
、
反
対
４
で
同
意

　

畠
中
勇
一
郎
氏
（
川
東
１
５
０ 

４
番
地
）
を
副
町
長
に
任
命
す
る

提
案
が
町
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

本
会
議
で
無
記
名
投
票
に
よ
る
採

決
を
行
い
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

　

４
月
27
日
に
東
串
良
町
同
報
系

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
（
そ
の

３
）
の
入
札
が
あ
り
ま
し
た
。
６

業
者
が
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、

落
札
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
工
事
請
負
の
契
約
に

あ
た
り
、
議
会
の
議
決
が
必
要
な

た
め
、
町
長
よ
り
議
案
の
提
出
が

あ
り
議
会
は
次
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
に
よ
り
、
各
世
帯
に

設
置
し
て
あ
る
戸
別
受
信
機
が
更

新
さ
れ
ま
す
。（
３
５
０
０
台
）

監
査
委
員
の
任
命

全
会
一
致
で
同
意

　

識
見
を
有
す
る
者
か
ら
選
任
さ

れ
て
い
る
監
査
委
員
の
児
玉
愛
司

氏
（
池
之
原
１
２
０
７
番
地
２
）

が
任
期
満
了
を
む
か
え
る
た
め
、

監
査
委
員
の
再
任
命
の
提
案
が
町

長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結

果
、
適
任
と
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

　

議
会
か
ら
選
出
す
る
監
査
委
員

の
任
期
満
了
に
よ
り
、
新
た
に
泊

重
巳
氏
（
池
之
原
２
５
２
６
番
地

１
）
を
任
命
す
る
提
案
が
町
長
よ

り
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

適
任
と
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

防
災
行
政
無
線
整
備

工
事
の
契
約
決
ま
る

議会を傍聴してみませんか！
手続きは簡単です。手続きは簡単です。
本会議の当日、傍聴人名簿に本会議の当日、傍聴人名簿に
住所・氏名を記入していただ住所・氏名を記入していただ
くだけです。くだけです。
議会を傍聴することは、町政議会を傍聴することは、町政
を知る良い機会ですので、ぜを知る良い機会ですので、ぜ
ひお越しください。ひお越しください。

※本会議については、防災無線でお知らせします。※本会議については、防災無線でお知らせします。

６月議会は、６月議会は、
12日からの12日からの
開会予定です。開会予定です。

児玉  愛司 氏泊  重巳 氏

畠中  勇一郎 氏

『
東
串
良
町
に
副
町

長
を
置
か
な
い
こ
と

の
条
例
』

副
町
長
の
任
命

▼
契
約
の
相
手

　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１

－

１

　

株
式
会
社
九
電
工
鹿
児
島
支
店

　

執
行
役
員
支
店
長　

中
島
雄
二

▼
契
約
金
額

　

１
億
９
４
１
８
万
４
千
円

（
う
ち
消
費
税
１
４
３
８
万

　

４
千
円
）

▼
工　
　

期

　

 

契
約
の
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
18
日
ま
で

東串良町議会だより5



ための事業を推進ための事業を推進
　平成 27年第１回定例会は、３月 10日から 20日までの 11日間の会期で開きました。今定例会では、
当初予算６件、補正予算６件、同意１件、単行議案 18件等を審議しました。また、一般質問には５人の
議員が登壇し、執行部に質問を行いました。
　一般会計当初予算 40億 4,082 万円（対前年度比 0.6％減）は、町長提案のとおり原案可決しました。
この予算の目玉は、住民の安心・安全のために、防災行政無線施設整備事業（戸別受信機の更新）に２億
1,000 万円、津波避難タワー設置事業（下伊倉地区に緊急避難施設を建設）に 4,350 万円、消防自動車
購入費に2,200万円、防火水槽設置工事に1,600万円、自主防災活動交付金200万円が計上されています。
　町長の施政方針のポイントと平成 27年度当初予算のあらましは次のとおりです。

町税の内訳
区　分 金　額

町　民　税 1億 6953 万円

内
個　人 1億 4610 万円

法　人 2343 万円

固定資産税 6億 5305 万円

内 国有資産等所在
市町村交付金 4 億 4531 万円

軽自動車税 2011 万円

町たばこ税 4800 万円

『
安
心
安
全
・
公
平
公
正
な

町
政
を
基
本
に
邁
進
す
る
』

～
町
長
施
政
方
針
～

～
町
長
施
政
方
針
～

① 

定
住
促
進
住
宅
用
地
の
貸
付
事

業
の
推
進
（
池
之
原
地
区
）

 

・
開
発
許
可
行
為
申
請

②
消
防
・
防
災
対
策

 

・
戸
別
受
信
機
を
更
新

 

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設

③
農
業
の
振
興

 

・ 

地
域
の
中
心
経
営
体
（
認
定
農
業

者
等
）
へ
の
農
地
集
積

④
水
産
業
・
商
工
業
の
振
興

 

・
漁
協
に
給
油
施
設
を
整
備

 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

⑤ 

活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
福
祉
施

策
の
推
進

 

・ 

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
を
全
額
助
成

⑥
心
豊
か
な
人
づ
く
り

 

・
郷
土
検
定
の
実
施

⑦
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

⑧
文
化
財
の
保
護
と
整
備

平
成
27
年
度
の
町
づ
く
り

ピックアップ

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。

地方消費税等
１億 1806 万円
（2.9％）

国支出金国支出金
３億 5075 万円３億 5075 万円
（8.7％）（8.7％）

県支出金県支出金
３億 6405 万円３億 6405 万円
（９％）（９％）

町債（借入金）町債（借入金）
６億 140 万円６億 140 万円
（14.9％）（14.9％）

地方交付税地方交付税
12 億 4100 万円12 億 4100 万円
（30.7％）（30.7％）

分担金・使用料等分担金・使用料等
３億 5485 万円３億 5485 万円
（8.8％）（8.8％）

繰越金
１億 2000 万円

（３％）

町税町税
８億 9069 万円８億 9069 万円
（22％）（22％）

自
     主
        財
          源
       （33.8％）

依
 存
   財
      源
　   （66.2％）

歳　入
40億4082万円
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防災や減災の防災や減災の平成27年
第 １ 回
定 例 会

27年度特別会計当初予算額
（単位：千円以下切り捨て）

国民健康保険会計
13 億 5906 万円

介護保険会計（保険事業勘定）
9 億 1900 万円

介護保険会計（サービス事業勘定）
421 万円

後期高齢者医療会計
9183 万円

簡易水道事業会計
2億 8057 万円

お
も
な
使
い
み
ち
（
性
質
別
）

単
位･･･

千
円
以
下
切
捨
て

人
件
費 

８
億
８
５
２
０
万
円

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・
議
員
・

職
員
・
各
種
委
員
の
給
与
・
報
酬
で
す
。

扶
助
費 

６
億
５
６
８
２
万
円

児
童
手
当
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
自
立

支
援
サ
ー
ビ
ス
費
、
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育

園
へ
の
入
所
措
置
費
等
で
す
。

公
債
費 

４
億
３
１
９
３
万
円

町
の
借
入
金
の
返
済
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費 

５
億
６
１
６
６
万
円

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
工
事
、
道
路
改
良

等
の
費
用
で
す
。

繰
出
金 

２
億
５
８
４
３
万
円

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
等
の
特
別
会

計
へ
の
法
定
内
の
繰
出
金
で
す
。

補
助
費 

６
億
６
８
８
２
万
円

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
・
大
隅
肝
属
広

域
事
務
組
合
等
へ
の
負
担
金
、
温
泉
保
養

所
利
用
料
助
成
金
、
各
種
団
体
へ
の
補
助

金
等
で
す
。

物
件
費 

　

５
億
５
０
０
万
円

町
施
設
の
電
気
料
、
燃
料
、
郵
便
料
、
各

種
委
託
料
、
備
品
、
パ
ー
ト
職
員
の
賃
金
、

消
耗
品
費
等
で
す
。

維
持
補
修
費 

　
　
　

４
２
５
万
円

修
繕
料
等
で
す
。

民生費民生費
11億 3580 万円11 億 3580 万円
（28.1％）（28.1％）

総務費総務費
６億 3006 万円６億 3006 万円
（15.6％）（15.6％）

消防費消防費
４億 7910 万円４億 7910 万円
（11.9％）（11.9％）

公債費公債費
４億 3193 万円４億 3193 万円
（10.7％）（10.7％）

農林水産業費農林水産業費
３億 3760 万円３億 3760 万円
（8.4％）（8.4％）

衛生費衛生費
３億 2278 万円３億 2278 万円
（８％）（８％）

土木費土木費
３億 2048 万円３億 2048 万円
（7.9％）（7.9％）

教育費教育費
２億 8008 万円２億 8008 万円
（6.9％）（6.9％）

その他
１億 295 万円
（2.5％）

歳　出
40億4082万円

東串良町議会だより7



徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る

保
険
料
の
納
期
を
、
こ
れ
ま
で
年

７
回
で
あ
っ
た
も
の
を
年
８
回
に

変
更
し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
改
正（賛

成
８
・
反
対
１
）

●
東
串
良
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
改
正（賛

成
８
・
反
対
１
）

※
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
り
、
改

正
し
た
も
の
。

●
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

（
賛
成
７
・
反
対
２
）

※
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、「
教
育
長
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
」
を
廃
止
し
、「
東
串

良
町
特
別
職
の
職
員
の
諸
給
与
に

●
東
串
良
町
子
ど
も
医
療
費
助
成

条
例
の
改
正　
　
　
（
全
会
一
致
）

※
町
民
税
課
税
世
帯
に
つ
い
て

も
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

の
医
療
費
を
、
平
成
27
年
４
月
１

日
以
降
の
診
療
分
か
ら
全
額
助
成

す
る
こ
と
と
し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
改
正（
全
会
一
致
）

※
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴

収
す
る
保
険
料
の
納
期
を
、
こ
れ

ま
で
年
７
回
で
あ
っ
た
も
の
を
年

８
回
に
変
更
し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
介
護
保
険
条
例
の
改

正　
　
　
　
（
賛
成
８
・
反
対
１
）

※
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し

に
伴
い
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成

29
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
の

額
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
普
通

●
東
串
良
町
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担

額
を
定
め
る
条
例　
（
全
会
一
致
）

※
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制

定
に
伴
い
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼

稚
園
、
保
育
所
等
の
利
用
者
負
担

額
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
制
定

し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例　
（
賛
成
８
・
反
対
１
）

●
東
串
良
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　
（
賛
成
８
・
反
対
１
）

※
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
制
定
し
た
も
の
。

●
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

及
び
職
務
専
念
義
務
の
特
例
に
関

す
る
条
例　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

※
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
新
た
に
制
定
し
た
も
の
。

全
会
一
致
で
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
任
命
の
提
案
が
あ
り
、
吉

田
勝
海
氏
（
新
川
西
５
０
９
２
番

地
）の
再
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
年
で
す
。

全
会
一
致
で
可
決

▼
指
定
管
理
者

「
住
所
」

　

 

東
串
良
町
池
之
原
２
６
０
８
番

地
１

「
名
称
及
び
代
表
者
」

　

一
般
社
団
法
人　

東
串
良
物
産

　

館
出
荷
協
議
会　

　

理
事
長　

吉
田
輝
明

▼
指
定
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

教
育
委
員
の
任
命

条
例
の
制
定

条
例
の
改
正

第５次定住化促進住宅用地を取得第５次定住化促進住宅用地を取得
（全会一致で可決）

所　在　地　；　池之原街道添（19 筆）
取得総面積　；　２万２千 712㎡
取得総価格　；　１億 436 万４千円

東
串
良
物
産
館
（
ル
ピ
ノ
ン
の

里
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定

□が新たに取得した土地。
写真手前はにぎやかタウンとルピナスタウン吉田  勝海 氏
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２
月
３
日
、
全
議
員
に
よ
る
４

回
目
の
町
内
巡
回
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
巡
回
活
動
で
は
、
柏
原

校
区
を
中
心
に
、
歩
道
に
生
い
茂

る
雑
木
等
の
現
地
の
状
況
を
確
認

し
、町
へ
改
善
を
要
求
し
ま
し
た
。

●
東
串
良
町
立
幼
稚
園
授
業
料
徴

収
条
例
の
改
正　
　
（
全
会
一
致
）

※
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施

行
等
に
伴
い
、
改
正
し
た
も
の
。

　

利
用
者
が
負
担
す
る
授
業
料
の

月
額
２
０
０
０
円
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

●
東
串
良
町
簡
易
水
道
事
業
給
水

条
例
の
改
正　
　
　
（
全
会
一
致
）

※
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、
新
た
に
水
道
の
使
用
を

開
始
す
る
使
用
者
等
か
ら
開
栓
手

数
料
と
給
水
負
担
金
を
徴
す
る
規

定
を
設
け
、
ま
た
、
給
水
装
置
の

工
事
を
行
う
業
者
へ
の
支
払
い
に

係
る
検
査
手
数
料
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

●
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例

　
　
　
（
全
会
一
致
）

※
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

施
行
に
よ
り
、
児
童
福
祉
法
第
24

条
が
全
部
改
正
さ
れ
、
市
町
村
は

児
童
福
祉
法
及
び
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
こ
の
条
例
の
必
要
が
な

く
な
り
廃
止
し
た
も
の
。

関
す
る
条
例
」
及
び
「
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
を

改
正
し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
特
別
職
の
職
員
の
諸

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
改
正

　
　
　
　
（
賛
成
８
・
反
対
１
）

※
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、「
東

串
良
町
特
別
職
の
職
員
の
諸
給
与

に
関
す
る
条
例
」
及
び
「
教
育
長

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
」
並
び

に
「
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」

を
改
正
し
た
も
の
。主
な
内
容
は
、

期
末
手
当
支
給
率
の
変
更
で
す
。

●
東
串
良
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
改
正（賛

成
５
・
反
対
４
）

※
平
成
26
年
人
事
院
の
給
与
勧
告

に
基
づ
き
、
改
正
し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
情
報
公
開
条
例
及
び

東
串
良
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

改
正　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

※
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
改
正
し
た
も
の
。

●
東
串
良
町
行
政
手
続
条
例
の
改

正　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
）

※
行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
改
正
し
た
も
の
。

条
例
の
廃
止

道
路
の
危
険
個
所
等
を
チ
ェ
ッ
ク

町
内
の
巡
回
活
動

柏原小学校近くの歩道（国道 448号線）

車の往来による側溝蓋の騒音
（大塚原地区）

柏原松林内のふれあいの森

　

道
路
の
こ
と
や
不
法
投
棄
等
で
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
東
串
良
町
議
会
事
務
局　

℡
０
９
９
４（
63
）３
１
３
２

次
の
巡
回
活
動
は
８
月
３
日
予
定

東串良町議会だより9



※内容は要約してあります。詳細は会議録（設置案内下段に掲載）でご覧ください。

５議員が登壇

一　般　質　問

消
防
団
員
へ
の

一
斉
メ
ー
ル
は

で
き
な
い
か

各
分
団

10
人
ま
で
な
ら
で
き
る

で
き
る

宮 原　順 議員

町 

長

会議録の設置
定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター　
☆総合センター　　・・・是非、ご覧ください。

率
を
検
討
す
る
有
識
委
員
会
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
量
が
20
％
以
上
に
な
る
見
通
し

を
示
し
て
い
る
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
れ
ば

原
発
の
比
率
低
下
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
再
度
、
こ
の
事
業

を
復
活
し
て
補
助
を
行
う
考
え
は

な
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

国
が
平
成
25
年
度
を

も
っ
て
補
助
を
打
ち
切
っ
た
こ
と

に
伴
っ
て
、
本
町
に
お
い
て
は
平

成
26
年
度
の
１
年
間
は
単
独
の
形

で
補
助
を
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
石
油
備
蓄
交
付
金
等

も
平
成
24
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

の
４
年
間
で
３
億
１
０
０
０
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
し
、
全

体
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
町

の
歳
入
歳
出
の
調
整
が
と
れ
な
い

状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

苦
渋
の
選
択
に
よ
り
、
事
業
廃

止
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

消
防
団
員
に
対
す
る
災

害
時
の
早
急
な
情
報
伝
達
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
本
町

に
お
い
て
は
消
防
本
部
指
令
課
よ

り
消
防
団
の
団
長
、
副
団
長
、
分

団
長
、
副
分
団
長
の
携
帯
電
話
に

メ
ー
ル
が
入
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

以
前
は
、
消
防
団
員
の
ほ
と
ん

ど
が
町
内
で
働
い
て
い
た
が
、
今

は
職
種
も
多
種
多
様
と
な
り
、
町

外
で
の
勤
務
者
が
増
え
て
き
て
い

る
。
と
な
り
の
肝
付
町
で
は
、
火

災
発
生
時
な
ど
全
団
員
に
メ
ー
ル

が
入
る
と
聞
く
が
、
本
町
に
お
い

て
も
全
団
員
に
メ
ー
ル
配
信
で
き

な
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　

以
前
は
、
無
制
限

に
送
る
こ
と
が
で
き
た
み
た
い
だ

が
、
今
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
消
防
本

部
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
各
分
団

員
10
名
ま
で
な
ら
対
応
で
き
る
と

の
連
絡
が
あ
る
。

　

現
在
、
各
分
団
は
分
団
長
・
副

分
団
長
の
み
で
あ
り
、
ま
だ
余
裕

が
あ
る
の
で
新
年
度
早
々
に
幹
部

会
で
諮
っ
た
う
え
で
検
討
・
協
議

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
設
置
の
補
助

を
復
活
で
き
な
い
か

　

歳
入
の
自
主
財
源
が
減
っ

た
の
で
事
業
を
廃
止
し
た

　
　
　
　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導

入
支
援
対
策
費
補
助
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
２
月
16
日
に
、
こ
の
事

業
を
廃
止
す
る
告
示
が
さ
れ
た
。

　

本
事
業
は
エ
コ
、
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
、
本

町
独
自
の
事
業
と
し
て
推
進
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
、
国
は
地
方
創
生
を
言
っ
て

い
る
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
重
点
と
な
っ
て

い
る
２
０
３
０
年
の
電
源
構
成
比

宮 

原 
総
務
課
長

Ｑ A
宮 
原 

Ｑ A
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に
は
業
者
に
よ
る
代
理
申
請
も
可

能
で
あ
る
。
肝
付
町
も
今
年
度
か

ら
始
め
た
。

　

本
町
は
垂
水
市
の
半
分
以
下
の

人
口
だ
か
ら
年
間
３
０
０
万
円
程

度
の
予
算
か
ら
始
め
て
い
い
の
で

は
な
い
か
。
私
ど
も
の
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
で
も
こ
の
制
度
を

「
切
に
願
っ
て
い
る
」
と
の
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　

来
年
度
実
施
す
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る

入
居
者
対
策
の
方
策
と
合
わ
せ
て

検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

政
府
の
来
年
度
予
算
で

は
、
相
次
い
で
社
会
保
障
の
削
減

と
国
民
の
負
担
増
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
地
方
自
治
体
の
暮
ら
し
を

守
る
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
最
近
多
く
の
市
町
村

が
始
め
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

へ
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
本
町
で

も
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。
全
国

の
三
分
の
一
、
大
隅
４
市
５
町
の

内
４
市
１
町
が
実
施
中
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
を
希
望
す
る
住
民
が
、
そ
の
市

町
村
内
の
業
者
に
工
事
を
発
注
す

る
場
合
、
１
件
の
限
度
額
と
総
工

事
額
の
一
定
の
割
合
以
内
の
額
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
お
よ
そ

助
成
額
の
10
倍
以
上
の
波
及
効
果

が
生
ま
れ
て
い
る
。
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
を
請
け
負
う
、
民
間
の
工
務

店
や
大
工
、
左
官
等
、
中
小
零
細

業
者
に
も
喜
ば
れ
て
お
り
、
役
所

　
　
　
　

西
牟
田
雪
山
地
区
の
排

水
対
策
で
あ
る
が
、
こ
の
地
区
は

排
水
が
悪
く
て
転
作
作
物
の
耕
作

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
国
の
交
付
金
対
象

外
と
な
っ
た
面
積
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

当
地
区
は
、
１
２
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
基
盤
整
備
事
業
の
区

域
で
あ
る
。
事
業
面
的
に
は
全
て

終
わ
っ
た
が
、
あ
と
補
完
工
事
と

し
て
暗
渠
排
水
等
が
あ
る
。

　

国
の
交
付
金
対
象
外
と
な
っ
た

面
積
は
、
全
体
で
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

基
盤
整
備
は
し
た
け
れ

ど
も
、
当
地
区
の
土
地
は
土
性
が

粒
化
、
乾
燥
す
る
と
燃
え
る
特
殊

な
土
壌
で
あ
る
こ
と
を
、
前
建
設

課
長
の
と
き
に
私
は
土
を
持
っ
て

き
て
説
明
し
た
。

　

排
水
の
方
法
を
相
当
考
え
て
し

な
け
れ
ば
効
果
は
な
い
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
推

進
員
等
や
ら
検
討
を
重
ね
な
が

ら
、
県
の
担
当
者
と
協
議
し
、
改

善
さ
れ
る
よ
う
補
完
工
事
の
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　

町
長
は
施
政
演
説
で
も

立
派
な
暗
渠
排
水
を
平
成
29
年
度

ま
で
に
は
さ
せ
る
と
言
っ
て
い

る
。
１
２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
西
牟

田
雪
山
地
区
の
整
備
工
事
完
了

後
、
麦
や
大
豆
、
ま
た
野
菜
な
ど

各
種
の
農
作
物
が
栽
培
で
き
、
整

備
事
業
の
成
果
が
最
高
に
な
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

　

今
の
排
水
の
距
離
で
排
水
が
で

き
る
と
思
う
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

当
地
区
の
土
壌
は
、
地

域
的
に
判
断
す
る
と
黒
色
泥
炭
土

と
い
う
特
殊
性
の
あ
る
地
域
で
あ

る
。

　

基
盤
整
備
は
県
営
事
業
で
あ
る

関
係
で
、
県
の
方
と
も
推
進
員
等

も
交
え
て
要
望
や
話
し
合
い
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

今
後
も
、
こ
の
軟
弱
地
盤
プ
ラ

ス
黒
色
泥
炭
土
の
対
策
に
つ
い

て
、
検
討
を
し
て
補
完
で
き
る
よ

う
な
状
態
で
担
当
課
を
通
じ
て
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

今
後
の
対
策
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
最
善
を
尽
く
す
の
か

尋
ね
る
。

　
　
　
　

排
水
が
悪
く
て
、
国
の

交
付
金
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
分

に
つ
い
て
は
全
部
一
筆
的
に
調
査

も
出
て
い
る
。

西
牟
田
雪
山
地
区
の

排
水
対
策
は
？

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
は
で
き
な
い
か

県
へ
要
望

し
て
い
く

空
き
家
対
策
と

あ
わ
せ
て

検
討
す
る

区
の

ムい
か

中 野  重 雄 議員

宮 地  利 雄 議員

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

中 

野
中 

野

中 

野

宮 

地

中 

野

Ｑ 

Ｑ 

A

A
排水対策が必要（西牟田雪山地区の水田）
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処
し
て
い
き
た
い
と
、
そ
れ
し
か

言
え
な
い
。

　

学
校
給
食
費
の
補
助
は
？

　

で
き
な
い

　
　
　
　

今
年
４
月
か
ら
学
校
給

食
費
が
月
３
０
０
円
値
上
げ
さ
れ

た
。
消
費
税
も
上
が
り
、
子
供
を

持
つ
親
は
大
変
な
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
私
は
こ
れ
ま
で
再
三

に
わ
た
り
学
校
給
食
費
の
補
助
を

行
う
よ
う
言
っ
て
い
る
が
、
今
回

の
値
上
げ
分
で
も
い
い
し
、
半
分

で
も
３
分
の
１
で
も
補
助
す
る
考

え
は
な
い
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

給
食
に
係
る
経
費
等
を

検
討
し
て
値
上
げ
を
行
っ
た
。
給

食
費
を
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

　
　
　
　

い
つ
も
の
こ
と
で
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
学
校

給
食
費
へ
の
助
成
は
人
口
増
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
他
町

村
に
な
い
事
業
を
す
る
こ
と
が
、

若
者
を
育
て
る
、
子
供
を
育
て
る

一
番
の
得
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

真
剣
に
考
え
て
再
検
討
す
る
こ
と

を
要
請
す
る
。

害
が
出
て
い
る
が
、
調
査
に
お
い

て
そ
う
い
う
箇
所
が
見
つ
か
っ
た

場
合
、
一
切
合
切
面
倒
を
見
る
な

ど
、
全
部
町
が
負
担
す
る
の
か
尋

ね
る
。

　
　
　
　
　
　

12
月
議
会
で
も

言
っ
た
と
お
り
、
こ
の
に
ぎ
や
か

タ
ウ
ン
雪
山
に
つ
い
て
は
、
町
の

方
で
責
任
を
持
っ
て
や
る
と
、
町

長
が
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

住
民
へ
の
説
明
会
は
い

つ
頃
、
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

調
査
の
関
係
が
あ

り
、
４
月
中
に
は
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　

早
い
段
階
で
説
明
会
は

す
る
べ
き
だ
。
住
民
か
ら
、
こ
こ

に
住
み
た
く
な
い
。
今
度
計
画
さ

れ
て
い
る
第
５
次
に
移
り
住
み
た

い
と
の
声
が
あ
る
。
そ
う
な
っ
た

場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　

そ
の
と
き
に
は
や
は
り

い
ろ
い
ろ
と
調
査
検
討
を
し
て
対

　
　
　
　

に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン
雪
山

の
陥
没
に
つ
い
て
、
12
月
議
会
の

中
で
町
長
は
再
度
全
戸
の
調
査
を

す
る
と
答
弁
し
た
が
、
全
体
的
な

調
査
と
修
復
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
た
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

全
体
調
査
等
は
、
現
在

の
修
復
工
事
が
全
て
終
わ
っ
て
か

ら
し
た
い
。
工
事
が
昨
日
終
わ
っ

た
と
の
連
絡
を
受
け
た
。

　
　
　
　

調
査
に
つ
い
て
、
以
前

行
っ
た
会
合
で
土
地
の
売
り
主
か

ら
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
べ

き
で
あ
る
と
議
会
が
指
摘
し
た
。

説
明
を
聞
く
と
い
う
話
で
あ
っ
た

が
そ
の
こ
と
を
実
現
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　

ま
だ
確
認
し
て
い

な
い
。
住
民
説
明
会
を
す
る
前
に

確
認
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　

全
体
の
地
盤
調
査
が
終
わ
っ
て

い
な
い
の
で
、
調
査
の
終
了
を

ま
っ
て
確
認
し
た
い
。

　
　
　
　

次
か
ら
次
へ
陥
没
の
被

　

国
保
税
の
引
下
げ
は
で
き

な
い
か

　

で
き
な
い

　
　
　
　

本
町
の
高
す
ぎ
る
国
民

健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
平
成
23
年
度
の
国

保
税
額
を
市
町
村
ご
と
に
比
較

す
る
と
、
本
町
は
一
人
当
た
り

８
万
６
千
円
と
大
隅
半
島
で
は
一

番
高
く
、
県
内
43
市
町
村
で
も
３

番
目
に
高
い
額
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
法
で
は
、
第
１

条
の
目
的
で
社
会
保
障
制
度
で
あ

る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
お

り
、
生
存
権
に
も
と
づ
い
て
国
が

責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
政
府
は
国
保
へ
の
国

庫
支
出
金
を
医
療
費
総
額
の
64
％

か
ら
45
％
へ
、
今
日
で
は
つ
い
に

38
％
に
引
き
下
げ
て
い
る
。
国
の

負
担
分
を
せ
め
て
も
と
の
45
％
に

も
ど
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
本
町
は
年
度
途
中

で
、
医
療
費
が
足
り
な
く
な
り
そ

う
な
場
合
、
一
般
会
計
の
繰
り
入

れ
を
行
っ
て
き
た
。
も
は
や
、
年

度
の
最
初
の
時
点
で
一
般
会
計
の

繰
入
を
予
算
化
し
て
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

本
町
の
国
保
世
帯
は
１
４
０
０

世
帯
、加
入
者
数
は
２
７
０
０
人
。

３
０
０
０
万
円
も
あ
れ
ば
一
世
帯

２
万
円
、
一
人
１
万
円
の
引
下
げ

が
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、
年
度

当
初
で
予
算
化
す
る
考
え
は
な
い

か
。　

　
　
　

国
保
税
の
高
い
低

い
は
町
村
の
年
齢
構
造
や
産

業
構
造
で
違
っ
て
く
る
の
で

説
明
し
に
く
い
。

　

目
的
税
で
あ
り
、
過
剰
に

取
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
引
き
下
げ
は
至
難
の
技

で
あ
る
。
目
的
税
の
趣
旨
か

ら
す
る
と
、
引
き
下
げ
を
最

初
か
ら
計
画
す
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
。
赤
字
に
な
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
法
定
外

の
一
般
会
計
の
繰
り
入
れ
を

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ A
宮 

地

町 

長

陥
没
へ
の
対
応
は
？

調
査
検
討
し

対
処
す
る

は
？

前 田　隆 議員

Ｑ A

町 

長
前 

田 

前 

田 
企
画
課
長

前 

田 

企
画
課
長

前 

田 

前 

田 

企
画
課
長

町 
長

前 

田 

前 

田 

町 

長

Ｑ A
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の
受
入
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
そ
う
い
う
専
業
の

方
々
の
会
員
勧
誘
に
も
力
を
入
れ

れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
も
で
き
る
と
考
え
る
。

　

町
道
と
国
道
の
交
差
点
付
近

の
町
道
拡
幅
は
で
き
な
い
か

　

国
土
交
通
省
と
協
議
を
進

め
た
い

　
　
　
　
　

町
道
岩
弘
雪
山
線
と

国
道
２
２
０
号
線
の
出
入
り
口
は

利
用
に
あ
た
り
困
難
が
あ
る
が
、

改
修
す
る
考
え
は
な
い
の
か
尋
ね

る
。

　
　
　
　

肝
付
警
察
署
を
経
由
し

て
鹿
児
島
県
公
安
委
員
会
と
交
差

点
協
議
が
済
み
回
答
を
も
ら
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
２
２
０
号
線
の

管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
と
早

急
に
取
り
付
け
の
協
議
を
進
め
た

い
。

　
　
　
　
　

こ
の
場
所
は
町
民
が

　
　
　
　
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

の
会
員
５
名
が
県
外
か
ら
修
学
旅

行
生
15
名
を
受
け
入
れ
た
が
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

昨
年
10
月
に
、
民
泊
の

形
で
初
め
て
受
け
入
れ
を
行
っ

た
。
今
年
も
計
画
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
中
で
人
事
交
流
的
な
観
光

流
入
人
口
を
増
や
し
て
い
け
ば
、

地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
引
き

続
い
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

今
後
に
お
い
て
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ

等
に
関
し
て
検
討
な
ど
考
え
て
い

な
い
か
。
町
の
観
光
事
業
、
あ
る

い
は
い
ろ
ん
な
形
で
Ｐ
Ｒ
も
で
き

る
も
の
と
思
う
が
、
そ
の
点
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
な
る
と
、
実
習
・
体
験
活

動
と
な
る
の
で
農
業
、
漁
業
、
林

業
等
を
専
門
的
に
し
て
い
る
方
々

非
常
に
不
便
さ
を

感
じ
て
い
る
。
国

土
交
通
省
と
の
協

議
、
道
路
拡
幅
に

係
る
地
権
者
と
の

協
議
な
ど
早
急
な

取
り
組
み
を
強
く

要
請
す
る
。

　

不
登
校
の
児

童
生
徒
数
と
原

因
把
握
と
そ
の

対
応
は
？

　
（
教
育
長
）

次
の
と
お
り

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
受
け
入
れ
は

専
業
者
の

会
員
勧
誘
が

必
要

リ
ズ
ム

久保田 義春 議員

Ｑ A

久
保
田

久
保
田

企
画
課
長

町 

長

久
保
田

久
保
田

町 

長

Ｑ A

不登校の児童生徒数

年度 小学生 中学生

H22 １人 ２人

H23 － ９人

H24 － ８人

H25 １人 ５人

H26 ２人 ２人

不登校の原因 学校の対応

　親の病気を起因とし
た家庭内における親子
関係。
　集団生活への不適応
と家庭内における問題。

　怠学やゲーム等によ
る昼夜逆転の生活とあ
わせて集団生活への不
適応。

　児童相談所、鹿屋保
健所、民生委員等の関
係機関と連携をしなが
ら、学習できる環境を
探している。

　スクールカウンセ
ラーに加えて、スクー
ルソーシャルワーカー
を配置し、民生委員や
関係機関と連携をしな
がら不登校の解消に取
り組んでいる。

○議会へのご意見などお寄せください。

○ 今回の「議会だより東くしら」の感想や関心
のある記事があればお書きください。

きりとり線

き
り
と
り
線

Ｑ A

東串良町議会だより13



ご意見・ご感想をご意見・ご感想を
お寄せくださいお寄せください

　議会だよりの感想や、町政、議会へ　議会だよりの感想や、町政、議会へ
の要望など、　あなたのご意見やご感想の要望など、　あなたのご意見やご感想
をお待ちしております。をお待ちしております。
　右を点線に沿って切り取ってお使い　右を点線に沿って切り取ってお使い
ください。ください。
　また、Eメールでも受け付けています。　また、Eメールでも受け付けています。
　　
〒 893-1693　〒 893-1693　
東串良町川西 1543 番地　東串良町川西 1543 番地　
東串良町議会事務局　東串良町議会事務局　

Ｅﾒｰﾙ： gikai ＠ higashikushira.com Ｅﾒｰﾙ： gikai ＠ higashikushira.com 

郵 便 は が き

8  9  3   1  6  9  3お手数ですが

５２円切手を

お貼り下さい

東串良町議会事務局　行
（議会だより第 125号　H27.6.10 発行）

第１回目の募集第１回目の募集

議会だよりに投稿しませんか？議会だよりに投稿しませんか？

お名前

東串良町　　　　　　　　　　　　　番地ご住所

お電話 (　　　　　　) － (　　　　　　) － (　　　　　　)

※ 議会だよりに掲載させていただく場合に、希望される場合は
ペンネームやイニシャルを記入してください。

ペンネーム

例えば例えば
　１．この町に住んで感じること　１．この町に住んで感じること
　　　（400字程度）　　　（400字程度）
　２．将来の夢（400字程度）　２．将来の夢（400字程度）
　３．東串良町の未来図（図画）　３．東串良町の未来図（図画）
　４．自慢のワンショット写真　４．自慢のワンショット写真
　５．自作の４コマ漫画　５．自作の４コマ漫画
　６．イラスト　　・・・・など　６．イラスト　　・・・・など

【応募方法】【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢、電話番号、匿名希望者はペンネーム　住所、氏名、年齢、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【しめきり】平成 27年７月８日必着【しめきり】平成 27年７月８日必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。【注　　意】作品の返品はいたしません。

●議会だより東くしらに採用され●議会だより東くしらに採用され
た方には、「図書カード」をお送た方には、「図書カード」をお送
りします。りします。
●応募作品は、第 126 号（８月●応募作品は、第 126 号（８月
発行）で掲載する予定です。発行）で掲載する予定です。

14H27. ６.10 発行（No.125）



町
民
と
の
対
話
を
重
ね
英
知
を
結
集
し
、

本
町
総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す

町
議
会
・
町
当
局
と
密
に
連
携
し
町
の
活

性
化
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
ま
す

議長　田之畑　稔東串良町商工会長　大窪輝昭さん

町
民
に

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Vol.7

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
民
の
意
見
を
幅
広
く
聴
取
し
、

行
政
に
反
映
す
る
目
的
で
企
画
し
ま
し
た
。

の
定
例
会
で
委
員
会
に
付
託
し
て

審
査
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
商
工
会
役
員
と
の
活
発
な
議

論
を
期
待
し
ま
す
。

大　

窪　

今
回
の
陳
情
は
、
若
者

の
就
業
機
会
と
町
の
活
性
化
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
町
の
現
状
を
見
る
と
き

に
、
町
民
が
町
内
で
消
費
で
き
る

多
様
な
店
舗
や
憩
い
と
交
流
の
場

を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

若
者
の
雇
用
と
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
行
政
が
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
議
会
に
お
い

て
も
、
地
方
創
生
に
係
る
総
合
戦

略
の
具
体
的
施
策
と
し
て
是
非
と

も
採
択
さ
れ
、
町
行
政
に
お
け
る

早
期
の
事
業
実
施
を
強
く
望
み
ま

す
。

議　

長　

地
方
創
生
は
、
各
地
方

自
治
体
の
知
恵
比
べ
で
す
。

　

議
会
は
、
町
民
と
の
対
話
を
重

ね
英
知
を
結
集
し
て
、
東
串
良
町

総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す

　

本
日
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
本
町
の
商

工
行
政
の
推
進
に
大
窪
会
長
は
じ

め
役
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力

と
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

す
が
、
商
工
会
長
と
し
て
の
ご
提

言
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

大　

窪　

商
工
会
と
し
て
は
、
従

来
の
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
町

が
活
性
化
す
る
た
め
に
は
人
の
集

う
商
業
施
設
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
東
九
州
自
動
車
道

が
隣
の
鹿
屋
市
ま
で
開
通
し
た
こ

と
で
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
向

上
で
入
り
込
み
客
の
増
加
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
人
を
呼
ぶ
商
業
施

設
を
つ
く
る
事
に
よ
っ
て
雇
用
も

生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て
い
る
今

こ
そ
、
町
議
会
・
町
当
局
と
密
に

連
携
し
町
の
活
性
化
に
尽
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議　

長　

先
日
、
大
窪
商
工
会
長

か
ら
「
商
店
街
活
性
化
に
関
す
る

陳
情
書
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
こ
の
陳
情
を
地
方
創

生
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
今
期

議　

長　

今
回
は
、
本
町
の
商
工

行
政
の
推
進
に
中
核
団
体
と
し

て
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
東

串
良
町
商
工
会
の
大
窪
輝
昭
会
長

に
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。

大　

窪　

現
在
、
町
内
の
商
工
業

者
数
は
２
８
５
事
業
所
、
商
工
会

員
数
は
１
５
０
事
業
所
で
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
等

に
よ
る
地
域
経
済
の
衰
退
、
購
買

力
の
減
少
な
ど
、
経
済
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
と
し

て
は
、事
業
者
の
経
営
改
善
事
業
、

金
融
斡
旋
、
労
働
保
険
等
の
各
種

保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、町
振
興
の
一
つ
と
し
て
、

ル
ー
ピ
ン
祭
り
や
祗
園
祭
り
等
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議　

長　

国
は
人
口
減
少
克
服
・

地
方
創
生
を
推
進
し
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
今
後
５
年
間
の
具
体
的

総
合
戦
略
の
策
定
を
求
め
て
い
ま

東串良町議会だより15
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の
ひ
ろ
ば

わ

わ

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ話

わわわわ輪
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ和

本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３－３１３２

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
「
ひ
ろ
が
り
」
や

「
つ
な
が
り
」
を
伝
え
る
目
的
で

企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け
て
『
輪

和
話
の
ひ
ろ
ば
』
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
、
も
っ
と
議
会
だ
よ
り
を

身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば

取
材
に
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

活
動
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け

は
、
郷
土
研
修
館
を
管
理
す
る
こ

と
で
、
こ
こ
に
来
れ
ば
老
人
ク
ラ

ブ
の
誰
か
が
居
る
こ
と
か
ら
、
み

ん
な
で
集
い
、
集
落
住
民
の
交
流

を
図
れ
る
こ
と
で
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
の
楽
し
み
は
、

当
番
で
茶
菓
子
な
ど
を
持
ち
寄
り

談
話
・
談
笑
す
る
こ
と
が
何
よ
り

の
喜
び
の
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
年
１
回
の
唐
仁
老
人
ク

ラ
ブ
の
新
年
会
は
と
て
も
楽
し
い

そ
う
で
す
。
会
員
か
ら
は
、
み
ん

な
で
一
緒
の
小
旅
行
が
復
活
で
き

た
ら
い
い
な
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。

〜
取
材
を
終
え
て
〜

　

唐
仁
郷
土
研
修
館
を
拠
点
に
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
管

理
を
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活

動
を
は
じ
め
る
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
る
取
り
組
み
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

取
材
者　

瀨
戸
山　

譲
一

て
と
あ
り
ま
す
が
、
恐
ら
く
有
史

以
来
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
編
集
委
員
会
は
、
２
つ
の

常
任
委
員
会
か
ら
３
名
ず
つ
選
任

さ
れ
た
６
名
で
構
成
さ
れ
ま
す

が
、１
人
の
新
人
を
迎
え
ま
し
た
。

今
後
２
年
間
、こ
の
メ
ン
バ
ー
で
、

議
会
だ
よ
り
を
担
当
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
田　
　

猛

▼
広
報
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長　
　
　

原
田　
　

猛

編
集
副
委
員
長　
　

瀨
戸
山
譲
一

編
集
委
員　
　
　
　

泊　
　

重
巳

　
　

〃　
　
　
　
　

前
田　
　

隆

　
　

〃　
　
　
　
　

上
園　

ミ
キ

　
　

〃　
　
　
　
　

宮
地　

利
雄

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

編
集
後
記

郷
土
研
修
館
を
拠
点
に
交
流
が

広
が
る
『
唐
仁
老
人
ク
ラ
ブ
』

　

今
回
は
、「
唐
仁
老
人
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

唐
仁
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
か

ら
お
よ
そ
20
年
前
か
ら
唐
仁
郷
土

研
修
館
の
管
理
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
二
人
一
組
で
12
組
の
メ
ン

バ
ー
が
交
代
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
郷
土
研
修
館
の

管
理
や
来
館
者
の
応
対
、
大
塚
神

社
の
清
掃
で
す
。

柏
原
大
相
撲
大
会
で
人
生
初
の
土
俵
入
り

柏
原
大
相
撲
大
会
で
人
生
初
の
土
俵
入
り

　

議
会
で
は
「
議
」
と
い
う
文
字

が
多
用
さ
れ
ま
す
。
議
会
を
は
じ

め
と
し
て
、
議
場
、
議
員
、
議
長
、

会
議
、議
題
、議
案
、議
事
、動
議
、

審
議
、
討
議
、
議
決
、
決
議
、
合

議
、
再
議
…
等
々
で
す
。
議
会
だ

よ
り
の
各
ペ
ー
ジ
の
随
所
に
出
て

く
る
議
を
意
識
し
て
読
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ

た
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

４
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
無

投
票
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
資
料

が
残
る
１
９
６
８
年
以
降
は
じ
め


